
 

 

日本基板ネットワーク 
第 6 回ジャパン SDG’s アワード『特別賞』受賞いたしました！ 

リオワークス 

 



 

 

 

 

私たち、日本基板ネットワークでは全国の障害を持った方々

が働く就労支援施設で不要になったパソコン等の小型家電を

そこで働く障害を持った方々(マイスター)が解体・分別し、

リサイクルを行うことで再資源化を行っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

解体・分別することで、小型家電から出てくる、鉄やアルミなどの金属、ま

た基板から抽出される金・銀・銅等のレアメタルを販売することで、利益を

生み出すことが出来ますので、回収・処理費用は一切かかりません。価値の

あるのもですのでご寄付という形で回収させていただきます。 
※一部地域によって費用がかかる場合があります。お近くの施設にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不要になったパソコンをご寄付ください！ 



 

 

【ゲーム・携帯関係】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【コンピュータ関係】 

ルーター 

ハブ 

HDD・SSD 

サーバー 

液晶モニター 

ケーブル類一式 

【その他】 

 

 

 

 

 
ビジネスフォン主装置 ケーブル類 

【会社・工場等】 

 

 
 

 

 

 

 

超硬チップ・プレート、ハイス 

（買取いたします。ご相談ください。） 

PS 板（PS アルミ版） 

金型、端材 

銅 

エアコン配管 

空調ラジエーター 

自動車触媒 

※家電 4 品目(テレビ・エアコン・洗濯機・冷蔵庫)の他、スピーカー、除湿機、掃除機など白物家電は取り扱いできません。 

CRT モニター(ブラウン管)も取り扱いできません。 

※私たちはごみ処理業を行えませんので、解体して価値のあるものでなければお断りさせていただく場合があります。ご理解いただ

けますようお願い申し上げます。一部地域によっては、産廃許可をもっている施設もありますのでご相談ください。 

下記一覧は、回収対象品の一部です。地域によって回収対象が異なりますので、何か他にもありましたら担当施設にご相談ください。 

【回収対象品について】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルミ製プラッターの処理方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガラス製プラッターの処理方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HDD は全て解体分別し、プラッターは直接工具にて傷つけ(物理破壊)を施します。その後最終処理と

して炉で溶かし処理完了になります。作業終了後は『溶解証明書』を発行していただいております。 

HDD は全て解体分別し、プラッターは破砕(物理破壊)を施します。その後最終処理として機械で粉々に

破砕し処理完了になります。作業終了後は『破砕証明書』を発行していただいております。 

※溶解証明書・破砕証明書は日本基板ネットワークに発行されているものでお客様個々にお出しすることはできません。 

 記憶媒体装置の物理破壊を行った証明書は各施設より発行できますのでご相談ください。一部地域では有料の場合があります。 

日本基板ネットワークでは、HDD などの記憶媒体装置は物理破壊

を基本としています。物理破壊はソフトなどによる消去よりもデー

タの修復が困難になり、何よりも目視で確実にデータ消去作業が行

われたことが分かります。現在、絶対に漏らせない機密情報を扱う

場合などでは、物理破壊が推奨されています。 

【情報漏洩対策について】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

絶対に漏らせない情報が詰まった情報端末を持ち

出す前に、その場で HDD 等の記憶媒体装置を抜き

出し、物理破壊してから回収する『出張解体回収』

サービスも行っております。 

 どんな証明書よりも、物理破壊したところを確認

することが一番確実な情報漏洩となります。是非、

ご用命ください。 

※地域によって対応できる施設が異なります。担当施設にご相談ください。 

※地域によって有料サービスとなる場合があります。担当施設にご確認ください。 

※HDD の物理破壊のみになります。現場でパソコンを全て解体分別はしません。 

障がい者にとって、施設の外で行う作業などの体験は大変重要です。情報セキュリティ面

からすれば、ソフトウェア的にデータを破壊（ディスク容量全てにデータを書き込む等）

しただけでは、復元可能な場合もあるようです。またデータ破壊装置を用意したり、GPS

で運行ログを取るという手法もありますが、運搬中の事故・盗難などの心配は残ります。

「事故だったから仕方ない」では済まされないのが、企業の責任であることも私たちは存

じております。そこで一番安心なのは、目の前でディスクの破壊を確認することである

と、日本基板ネットワークは提案いたします。 

 Check! 

【出張解体回収について】 



 

 

 

 

廃棄物ではなく有価物として処理いたしますので、マニフェストの発行が出来ません。 

それに代わるものとして、誓約書や受領書などを発行することで、自治体や上場企業様か

らもご協力を得ています。ぜひご検討ください。 

 その他各種書類の発行を賜っております。必要書類や指定のフォーマットなどございま

したら、担当施設にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がいを持った方々の自立支援と社会参画にご協力ください！ 
 このパソコン等小型家電の解体分別による利益は全て、そこで働くマイスターの工賃にあてられ

自立支援にへと変わります。また、たとえ障害を持っていても、彼らのたぐいまれな集中力と解体

の技術で地域社会に貢献できるということを私たちは証明し続けます。是非、ご理解とご協力をお

願いいたします。 

 

・環境保全と資源循環社会の構築にご協力ください！ 
  
 

【提出書類について】 

※地域によって書類発行に手数料がかかる場合がございます。 

また、担当施設によって書類フォーマットが異なります。 

ご了承ください。 

【最後に】 

世界でも環境問題が深刻となっています。また小型家電の不当な廃棄で発展途上国のきれいな

自然が壊されています。日本はその中でもトップクラスの排出国ということを自覚しなければな

りません。また、国内で再資源化できれば、小資源国家の日本でも多くのレアメタルを保有する

ことはができるのです。是非、環境保全と資源循環社会の構築にご協力ください！ 
 



 

 

外務省内の SDGs 推進本部が主催するジャパン SDGs アワードで日本基板ネットワークが

『特別賞』を受賞いたしました！令和 5 年 3 月 17 日(金) 総理官邸行われた授賞式で表彰

いただきました！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟日報様と新潟県などが組織する『一般社団法人 地域創生プラットフォーム SDGs

にいがた』が主催する新潟県 SDGs アワードでも、日本基板ネットワークが『環境部門優

秀賞』を受賞いたしました！令和 5 年 3 月 21 日(火) 授賞式で表彰いただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新潟県 SDG’s アワード】 

【ジャパン SDG’s アワード】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                        

                                        

 

 

特定非営利活動法人エコスマイル

マ                                                                                       

〒460-0021 住所 名古屋市中区平和 1-1-20 

東別院 3 番出口ビル６階 

TEL052-265-8349 FAX052-265-7575 

お問い合わせ 

リオワークス 

営業担当：石田 孝 

Mail：info@ecosmile.or.jp 

検索 
Click! 


